
木材の価格高騰・需給逼迫を踏まえ、中小工務店等による良質な木造住宅等整備の引き続きの促進を図るため、
中小工務店、建材流通事業者、製材事業者、原木供給者など関係事業者の連携による安定的な木材確保に向けた
先導的取組を促進する。

目 的

事業主体類型の例
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概 要 補助対象経費

補助率・補助額

・現況把握など必要な調査・整理

・検討資料作成、検討内容とりまとめ

・専門家への謝金、検討会の運営（会議室・機材のレンタル等）

・グループ関係者間で当面の需給情報をリアルタイムで共有するなど有効

なシステムの大枠検討

・既存システム等の導入

・検討結果のグループ内事業者向け説明会 等

（補助限度額）
・体制整備等に係る費用 定額※ 1,000万円

※既存システムの導入にかかる補助率は1/2以内
※応募状況や提案内容等にもよるが、１０件程度の採択を想定。

①関係事業者等による協議会等のグループ設置

④省エネ性能等に優れた木造住宅の整備

※グリーン化事業本体における支援（優先配分）

認定⾧期優良住宅 認定低炭素住宅 ZEH・Nearly ZEH等

②仕組みの検討・システムの検討
・木材需要量、供給可能量、価格等に関する情報提供の仕組みの検討
・木材の安定確保のための取引・調達方法の合理化検討
・工務店等の与信や木材の過不足時の融通などのリスク対応の仕組みの検討
・既存のシステムの導入 等

③グループの体制整備
・事業者向けの説明会・研修会、消費者向け普及啓発 等

安定的な木材確保体制整備事業
（地域型住宅グリーン化事業の一部）

下線部は令和５年度予算における見直し事項

令和５年度当初予算：
住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業（279.18億円）の内数


